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日本は現在、世界で最も高い高齢化率で少子高齢化が進んでいる。2019 年 10 月現在、総

人口に占める 65 歳以上の割合を示す高齢化率は 28.4％となり、社会を支える担い手の不足

が課題とされている。少子高齢化の課題に対応する、国の対策のひとつに地域包括ケアシス

テムがあり、地域の担い手として高齢者の社会参加活動が求められている。

高齢者の多様な社会参加活動のひとつに、2000 年前後から主に介護施設で行われてきた

高齢者ケアとしての紙芝居上演がある。2009 年には高齢者向け紙芝居の出版が始まり、介

護現場を中心に活用されている。本研究の目的は、紙芝居を活用して高齢者ケアを行う社会

参加活動に着目し、紙芝居の演じ手である高齢者に焦点を当て、紙芝居上演に関する活動の

現状と課題を明らかにし、地域包括ケアシステムにおける高齢者の社会参加活動を検討す

ることである。 

本研究では、文献調査とインタビュー調査を実施した。文献調査では、地域包括ケアシス

テムにおける高齢者の社会参加活動および高齢者ケアとしての社会参加活動の現状と課題

を明らかにするために、図書、学術論文、政策文書を中心に調査を行った。また、文献調査

に加えて、高齢者向け紙芝居の編集者・監修者にインタビュー調査を行った。さらに、高齢

者を対象にした紙芝居上演の目的や意義等を明らかにするために、高齢者に紙芝居上演を

行う高齢者ボランティアにインタビュー調査を実施した。 

これらの調査結果から、高齢者が高齢者に紙芝居上演を行い、演じ手と観客が場を共有し

ケアしあうことは、相互の社会参加活動として機能しており、地域のネットワークの構築を

促進することが明らかになった。加えて、高齢者向け紙芝居は、地域に介護の拠点を広げる

コミュニケーションツールである可能性が示唆された。また、本研究における高齢者ボラン

ティアの社会参加活動を通した役割と可能性は、居場所づくり、関係づくり、自己表現とい

う結果となった。これまでの考察から、地域包括ケアシステムにおける高齢者の社会参加活

動の検討を行い、老いと折り合いながらシームレスに活動を継続し、自分の好きなことで他

者を喜ばせ、可能な限り自分のペースで自由に活動を行うことの必要性を指摘した。 

また、今後の研究課題として、紙芝居上演を鑑賞する高齢者への調査等を通して、高齢者

の社会参加活動を双方向の視点から分析を行うこと等を述べた。 
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